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この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 

必要な時にすぐにお読みいただけるように大切に保管してください。 
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この度は、弊社のＲＳ－４８５変換ユニット「ＭＯＤＥＬ－４８５Ｈ２」をご導入いただき誠にありがとう

ございました。本装置をお役立ていただくために、本説明書を十分にお読み下さいますようお願い申

し上げます。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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概  論  
１． 概  論  

 

 １－１ 適  用  

      本説明書は「ＭＯＤＥＬ－４８５Ｈ２」に適用します。  

 

１－２ 概  論  

本機はＲＳ－２３２Ｃ準拠の信号をＲＳ４８５に変換します。本機はジャンパーピンの差し替

えによりＲＴＳ（リクエスト要求信号）のＯＮ／ＯＦＦにて送信／受信の切換えをするか､送信デ

ータに追従してＲＴＳのＯＮ／ＯＦＦをするのと同様に送信／受信の切換えを選択できるように

しました。 

このためＲＳ２３２Ｃにて接続された端末装置がＲＴＳ制御がリアルタイムに制御可能であ

ればＲＴＳ制御を選択し、リアルタイムに制御ができなければ送信データに追従して自動で制

御する方を選択できます｡特に WINDOWS 上にてＲＳ４８５通信アプリケーションを組む場合、

ＲＴＳのＯＮ／ＯＦＦ制御を短い時間（数１０ｍＳ単位）で制御するにはマルチタスク処理にもよ

りますが､１０ｍＳのタイマーを入れたつもりでも実際には１００ｍＳに伸びたりして正常に動作

できなくなる場合があります。このような場合は送受の切換えを自動にすれば通信処理が軽

減します｡ 
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規  格  

２．規  格  

 

２－１ 機器規格  

 

入出力  

 

 

６Ｐ端子台  ×１ ＲＳ４８５用  

８Ｐ－ミニＤＩＮ－ＤＳＵＢ２５Ｐ ×１  

ＲＳ２３２Ｃ用（１．５ｍケーブル） 

電源  
添付ＡＣアダプタ使用  

ＡＣ１００Ｖ１５ＶＡ（ＤＣ５Ｖ４００ｍＡ）  

寸法  ７５（Ｗ）×３２（Ｈ）×１５３（Ｄ）寸法図参照  

重量  約４００ｇ（ＡＣアダプタは含まず）  

使用温度  ０～５０℃ 

 

２－２ 入出力端子台  

  適合端子１．２５Ｙ－３Ｎ（ニチフ端子工業）または同等品  

 

   ６Ｐ端子台  

 

 

 

  ＡはＡ、ＢはＢと本機内部にて接続されています。  

 

２－２ 付属ＲＳ２３２Ｃケーブル接続図  

 

 ２５Ｐ Ｄ－ＳＵＢ側      ８ＰミニＤＩＮ側  

  １      ＦＧ      １ 

 ２      ＴＸＤ      ２ 

 ３      ＲＸＤ      ３ 

 ４      ＲＴＳ      ４ 

 ５      ＣＴＳ      ５ 

  ６  ＤＴＲ 

 ７      ＳＧ      ７  

     ２０  ＤＳＲ 

２５                   ８ 

 

６番ピン（ＤＴＲ）と２０番ピン（ＤＳＲ）はＤＳＵＢ２５ピン側コネクタ内部にて結線しています。  

    なお、Ｄ－ＳＵＢ２５ＰからＤ－ＳＵＢ９Ｐへの変換コネクタを用意しています。 
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寸法図  

３．寸法図  

  

  

 

①  ＲＳ２３２Ｃコネクタ  ：ＲＳ２３２Ｃ用のコネクタで付属のＲＳ２３２Ｃケーブルで接続しま

す。 

 ② ＰＯＷＥＲスイッチ  ：電源投入用のスイッチです。 

③ 電源コネクタ         ：電源供給用のコネクタで付属のＡＣアダプタを接続します。  

④ ＲＳ４８５端子台    ：ＲＳ４８５用の端子台で他のＲＳ４８５モデムと接続します。（信号

線ＡはＡにＢはＢに接続します） 

 端子台はＡとＡ、ＢとＢ内部にて接続されていますので

どちら側を使用してもかまいません。 
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           使用にあたって   

４．使用にあたって 

 使用上の注意点  

ＲＳ２３２Ｃが全二重通信であるのに対してＲＳ４８５は半二重通信です。使用にあたり送信

と受信を切換える必要があります。通常、この切換えをＲＴＳのＯＮ／ＯＦＦにより切換えます

が、この切換えを本機では送信データ（スタートビットの立ち上がりエッジ）をトリガにして送信

と受信の切換えをしています。このため､通常はデータがない時にはＬＯＷ状態になるようにし

ておきます｡ 

 

 

 ＴＸＤ 

 

      ２ｍＳ～１０ｍＳ 

 

 

 

 

 ＲＴＳ 

  

また、送信データを送信するときにはパケットにして１バイトずつ間を空けずに送信してく

ださい。最低、２ｍＳ以上間を空けますと一旦、送信状態から受信状態になりますので場

合によってデータの取りこぼしが発生しやすくなります｡     なお、受信側にて受信しやす

くするためにはダミーバイトをパケットの先頭に付加すれば受信側にて最初のデータの取り

こぼしがなくなります。またデータの衝突を避けるため、相手機器からの送信に対して最低

１０ｍＳ以上の間を空けてから応答する必要があります。 

また、ＲＳ４８５回線はディジーチェイン（芋ずる式）にて最大３２台までの機器を接続でき

ますが、回線の両端に各１００Ωの終端抵抗をつけデータの反射によるエラーをなくす方法

がとられています。このため、本機内部にてこの終端抵抗の切換えジャンパーピンがありま

す。通常終端抵抗はＯＮとなっていますが、必要に応じて設定しなおしてください。本機の

終端抵抗はケース下部の４ヵ所のビスをはずしてカバーを引き抜いてください。基板上のジ

ャンパーピンを差換えることにより１００Ωの終端抵抗を入れる（ＯＮ）か入れないか（ＯＦＦ）

を切換えます。初期値は終端抵抗がＯＮとなっています。  
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内部ジャンパーピンの設定  

５．内部ジャンパーピンの設定  

 使用用途に合わせて設定してください。  

 

５－１ ＪＰ１ 

  カードエッジ側のストレート（ＤＣＥ）、クロス（ＤＴＥ）の切換え用  

 

   ＪＰ１ 

 

   ＣＴＳ   標準設定（初期値）はＤＣＥタイプ 

   ＲＴＳ 

   ＲＸＤ 

   ＴＸＤ 

 

 

ＤＣＥタイプ ＤＴＥタイプ 

 

 ＪＰ１ 
番号  記号  方向   

ＪＰ１ 

 

番号  記号  方向  

 

 ３ 

 

ＴＸＤ 

 

入力  

 

 ３ 

 

ＴＸＤ 

 

出力  

 

 ４ 

 

ＲＸＤ 

 

出力  

 

 

 ４ 

 

ＲＸＤ 

 

入力  

 

 ＪＰ１ 

番号  記号  方向   

 ＪＰ１ 

番号  記号  方向  

 

 ５ 

 

 

ＲＴＳ 

 

 

出力  

 

 

 ５ 

 

ＲＴＳ 

 

入力  

 

 ６ 

 

ＣＴＳ 

 

入力  

 

 ６ 

 

ＣＴＳ 

 

出力  
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内部ジャンパーピンの設定  

 

 ５－２ ＪＰ２ 

  各信号の負論理正論理切換え用  

     ＪＰ２ 

          OFF   ＯＮ  

ＴＸＤ・ＲＸＤ                    標準設定（初期値）は正論理です。 

ＲＴＳ ＲＴＳはＪＰ６が自動制御側また  

ＣＴＳ はマニュアル側でも常に正論理側に

します｡ 

         

正論理  負論理  

 

 ＪＰ２ 

 

 

 

 

ＴＸＤ、ＲＸＤ  

ＪＰ２ 

ＴＸＤ、ＲＸＤ 

データ信号の論理は

入力と出力が同論理

になります｡ 

データ信号の論理は入

力と出力が逆論理にな

ります｡ 

 

ＪＰ２ 

 

 

 

 

ＲＴＳ  

ＪＰ２ 

ＲＴＳ 

ＲＴＳ信号Ｈｉｇｈ 

で送信、Ｌｏｗで受信と

なります｡ 

 

 

ＲＴＳ信号Ｌｏｗ 

で送信、Ｈｉｇｈで受信と

なります｡ 

 

 

 ＪＰ２ 

 

 

 

 

ＣＴＳ  

  ＪＰ２ 

ＣＴＳ 

ＣＴＳ信号は 

Ｈｉｇｈとなります｡ 

ＣＴＳ信号は 

Ｌｏｗとなります｡  
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内部ジャンパーピンの設定  
 ５－３ ＪＰ３ 

  ＲＸＤ受信出力のプルアップ／プルダウン切換え用  

 

      ＪＰ３ 

    Ｌ  

    ＲＴＳ信号Ｈｉｇｈの時（送信イネーブル時） 

    ＲＸＤ受信出力はＬｏｗになります｡ 

    Ｈ  

      ＪＰ３ 

    Ｌ  

    ＲＴＳ信号ＨｉＧＨの時（送信イネーブル時） 

    ＲＸＤ受信出力はＨｉｇｈになります｡ 

    Ｈ  

 

 ５－４ ＪＰ４ 

ＲＳ４８５の終端抵抗ＯＮ／ＯＦＦの切換え用  

ＲＳ４８５ラインの終端に設置する場合は終端抵抗をＯＮにして下さい｡その他の場

合はＯＦＦにして下さい｡  

 

      ＪＰ４ 

    ＯＮ  終端抵抗ＯＮ（初期値） 

 

 

    ＯＦＦ  

 

ＪＰ４ 

    ＯＮ  終端抵抗ＯＦＦ 

 

 

    ＯＦＦ  

 ５－５ ＪＰ６ 

 

  送信／受信の自動制御またはＲＴＳ制御切換え用  

ＪＰ６ 

     Ｍ   Ａ 送信／受信の自動制御（初期値）  

この時ＪＰ２のＲＴＳ切換えジャンパーは必ず、正論理側にして下

さい｡ 

       ＪＰ２ 

          ＯＦＦ   ＯＮ   

   ＴＸＤ、ＲＸＤ 

     ＲＴＳ 

     ＣＴＳ 

 

 

ＪＰ６ 

     Ｍ   Ａ 送信／受信のＲＴＳ制御  
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正常に動作しない場合  
６．正常に動作しない場合  

次のことをお確かめください。 

・  電源が入っているかお確かめください。 

・  ＰＯＷＥＲスイッチがＯＮになっていますか？  

・  ＡＣアダプタのプラグは本機にしっかり差し込まれていますか？  

・  ＡＣアダプタの本体はＡＣ１００V のコンセントにしっかりと差し込まれていますか？ 

・  相手機器との接続は大丈夫ですか？  

０．７５ｓｑ以上のツイストペアケーブルにて接続していますか？  

信号線ＡはＡにＢはＢに接続していますか？  

・  終端抵抗の設定は大丈夫ですか？  

回線の両端にある機器のみ１００Ωとなっていますか？ 

テスター等にて回線抵抗（Ａ－Ｂ間の抵抗値）が５０Ωになっているか確認願います｡  

・  ボーレートならびにパリティチェック等、通信条件があっていますか？  

 

ご注意  

 ＲＳ４８５通信にて同時に送信している機器が同一回線上に２台あった場合送信出力同

士が衝突することになりドライバＩＣが壊れる場合があります｡同一回線上で送信している機

器は必ず１台のみとなるようご注意願います｡  
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保証  
７．保証  

本規定はお買い上げになられた製品を安心してご利用いただけるよう出荷後の保証について

弊社が定めたものです。弊社製品が故障した場合は、この規定に基づき修理・交換いたしま

す。 

■保証期間  

保証期間は他に定めのない限り弊社からの製品出荷後１３ヵ月となります。  

保証期間内は、保証規定の定めにより弊社にて無償修理致します。  

保証期間中の修理やアフターサービスについてご不明な場合は、お買い上げの販売店、また

は弊社営業部までご相談下さい。  

■保証範囲  

上記範囲内に当社の責任による故障が発生した場合は、無償での代替品との交換または修

理をさせていただきますので、お買い上げの販売店、または弊社営業部にお申し出下さい。な

お、代替品との交換または修理を行った場合の保証期間は対象製品の当初出荷日から１３ヵ

月又は代替品出荷から６ヵ月のいずれか遅く訪れる日までとします。また保証範囲は、本製品

のハードウェアに限らせていただきます。  

保証期間内においても以下の各号に該当する場合には保証の対象外とさせていただきます。  

１．お客様による輸送・移動時の落下、衝撃等、お客様のお取扱いが適正でないため  

に生じた故障・損傷の場合。 

２．お客様による本体の分解や改造による故障の場合。  

３．火災・地震・水害等の天災地変および異常電圧による故障・損傷の場合。 

４．本製品に接続している当社指定機器以外の機器の故障に起因する故障の場合。 

５．本体以外の付属品 (AC アダプター ,アンテナ ,接続ケーブル等 )は含みません。 

６．弊社以外で修理・調整・改良した場合。  

７．消耗品や寿命品（バッテリー含む）の交換の場合。  

     消耗品・寿命品には下記のものが含まれます。  

①各種スイッチ類（リミットスイッチ，押しボタンスイッチ等）  

②電池・バッテリー（乾電池、ボタン電池等）  

③その他使用により消耗・寿命があるもの  

  ８．本取扱説明書に記載された使用方法及び注意事項に反するお取扱いによって生じた故障

の場合。 

■初期不良について 

製品出荷日より起算し３０日以内を製品初期不良期間とします。期間内にお買い上げの販売

店、または弊社営業部にご送付いただき、製品確認後、初期不良とみなされた場合は新品交

換または修理対応を無償にて行います。  

初期不良の場合、送料は弊社にて負担させていただきます。但し、日本国内の送料に限らせ

ていただきます。 

日本国外でご購入及びお買い上げいただいた場合の海外輸送費・保険料・関税等の掛かる

費用については別途協議の上、決定することとします。  

■免責事項  

本製品の故障や障害、その使用によって生じた直接的・間接的な損害、金銭的損失に  

ついては一切の責任を負いません。 

■有償修理対応期間  

予備部品の在庫が弊社にある場合に限り、保証期間終了後であっても本製品に対し、生産

中止後５年間は有償にて修理対応致します。但し、使用部品の廃止等やむを得ない理由によ

り代替部品の使用又は代替機により対応させていただくことがあります。  
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保証  
■その他  

●保証期間に関係なく、修理は調整等測定機器類の必要上、弊社への持ち込み修理を原則

とし、持ち込み時に発生する送料等はお客様の負担とさせていただきます。なお、出張修理

を行う場合、または保証期間中に代替機が必要な場合は、有償にて承りますのでお買い上

げの販売店または弊社営業部までご相談下さい。 

●修理受付後、弊社技術部門において障害の再現できない場合は、交換・修理を致し  

かねる場合があります。また、障害の再現をするための技術調査費用を別途請求す  

る場合があります。 

●弊社ＷＥＢＳＩＴＥ上及び弊社が提供しているカタログ、マニュアル又は技術資料、  

その他の資料に記載されている本製品の情報は、お客様にお断りなく変更される場  

合がございますので、あらかじめご了承ください。 
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